
                                

令和７年度のスタート 学校教育目標に込められた思い      

校長  吉 田 順 一 

熊谷東中学校は開校以来これまで６５年の歴史を刻んできました。この間、たくさんの先輩方の不

断の努力と熱意によって築かれた輝かしい歴史と伝統は、今も私たちの目指すべき道として燦然と輝

いています。そして、本校では、今年も「志高く 心豊かな生徒 主体的に学び、考える生徒 たくましく

生きる生徒」を学校教育目標として掲げました。令和７年度のスタートに改めて学校教育目標に込めら

れた思いを伝えたいと思います。 

「志高く」の「志」を辞書で調べると「心の向かうところ、心の

目指すところ」という意味が書かれています。つまり、「志高く」

とはしっかりと自分の心の中に高い目標をもって、その目標達

成に向かって努力し続けるということです。そのために三つの

具体的な生徒像が掲げられています。 

一つ目は「心豊かな生徒」です。人というものは、一人では

生きていけません。お互いに支えあって、協力してあって生きて

いかなければなりません。人への思いやりは、他の人を幸せにするだけでなく、自らも幸せにします。

具体的には、「熊谷の子どもたちはこれができます。四つの実践」の一つ「ありがとう、ごめんなさい」

という素直な感謝の言葉や反省の言葉が言える生徒になるということです。 

二つ目は、「主体的に学び、考える生徒」です。皆さんが創り上げる未来は、不連続とも呼ばれる予

測不可能な社会となることでしょう。そのような社会をたくましく生き抜くためには、確かな学力をしっ

かりと身に付けることが必要です。授業や生徒会活動、部活動の中で知識や技能、体力などを身に付

ける努力を積極的に行ってください。努力を積み重ねることができる人は、自分の個性を発見でき、卒

業するときよりよい進路選択ができると信じています。 

三つ目は、「たくましく生きる生徒」です。これは、「心と身体が健康」ということです。どんなに知識

や体力があっても心や身体が健康でなければ楽しい充実した学校生活は送れません。そのためにも

「朝ごはんをしっかり食べる」規則正しい生活をしてください。中学校で大きく伸びる生徒は、素直に話

が聞け、苦しくても、嫌だと思うことでも我慢して目標に向かってベストを尽くせる強い心を身に付けた

生徒です。 

是非、令和７年度もこの三つの目標を目指して「志高く」、一日、一日を着実に積み重ねていってくだ

さい。時間の使い方は命の使い方です。そして、先生方は、どんな時も皆さんの味方です。うれしいとき

や楽しいときだけでなく、苦しいとき辛いときにもそばにいることを忘れないでください。 

学校だより 

 

 
発行 熊谷市立熊谷東中学校 
電話 048(521)0066 
FAX  048(521)8429 

    令和７年４月９日 

 第１号 



 

 

 

 

 
 

 

祝 進級 、 祝 入学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 桜が満開に咲く４月８日、令和７年度の学校生活が始まりました。 

午前中は２，３年生が前期始業式に、午後は１年生１１２名が、 

「第6５回入学式」に立派な態度で臨みました。 

入学式では、本校を支えてくださっている地域の方々に来賓として 

参加していただきました。 

本校４０５名一人一人が主役です。志高く、正しい判断力と 

たくましい実践力をもち、心身共に成長していきましょう。 

 

令和7年度がスタートしました。 （１年生１１２名、２年生１２８名、３年生１６５名） 
【４月１０日（月）】 

 


